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ん
だ
お
茶
を
飲
ま
せ
て
あ
げ
た

い
」
と
商
品
化
を
決
め
た
。

「
こ
も
下
で
栽
培
し
た
茶
は
、

う
ま
み
が
強
く
苦
み
が
少
な
い
。

藁
の
香
り
が
ふ
わ
り
と
残
る
の
も

魅
力
。
手
間
の
か
か
る
製
法
だ

が
、
誇
り
を
持
ち
継
承
し
て
い
き

た
い
」
と
真
章
さ
ん
は
話
す
。

古
川
さ
ん
夫
妻
は
10
年
前
、
友

人
の
食
事
会
で
出
会
い
、
３
年
後

に
結
婚
。
９
歳
、
３
歳
、
１
歳
の

息
子
が
い
る
。

直
美
さ
ん
は
、
昨
年
４
月
に
田

ん
ぼ
で
食
品
や
雑
貨
の
マ
ル
シ
ェ

を
開
催
。
約
１
千
人
を
集
め
、
抹

茶
と
抹
茶
を
使
っ
た
焼
き
菓
子
を

販
売
し
た
。

「
農
業
体
験
を
通
し
て
食
の
大

切
さ
を
伝
え
た
い
。
ま
た
祖
母
か

ら
母
へ
と
受
け
継
が
れ
た
こ
も
編

み
を
、
次
に
担

う
の
が
私
の
役

割
」
と
直
美
さ

ん
は
語
っ
た
。

城
陽
市
奈
島
で
１
８
５
２
年
ご

ろ
に
創
業
し
た
茶
農
家
６
代
目
の

古
川
真
章
さ
ん
と
直
美
さ
ん
夫

妻
。
４
㌶
あ
る
茶
園
の
う
ち
23
㌃

で
昔
な
が
ら
の
こ
も
被
覆
栽
培
を

継
承
。
こ
も
被
覆
で
生
産
し
た
単

一
品
種
の
て
ん
茶
の
み
を
原
料
と

す
る
抹
茶
を
昨
年
商
品
化
し
た
。

商
品
化
の
き
っ
か
け
は
、
近
所

の
小
学
生
を
集
め
て
開
い
た
茶
摘

み
体
験
イ
ベ
ン
ト
。
「
自
分
で
摘

し
、
新
丹
波
黒
大
豆
に

絞
り
こ
ん
で
「
道
の

駅
」
で
販
売
す
る
こ
と

を
提
案
。
ま
た
、
店
頭
で
映
え
る

色
や
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、
赤
い
シ

ー
ル
に
高
級
感
の
あ
る
ロ
ゴ
を
印

刷
し
商
品
に
貼
る
な
ど
工
夫
し
て

い
る
。

林
さ
ん
夫
妻
は
、
共
通
の
知
り

合
い
に
誘
わ
れ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

で
知
り
合
い
、
２
０
１
７
年
に
結

婚
。
現
在
、
桔
平
く
ん
（
５
）
と

舜
平
く
ん
（
３
カ
月
）
と
の
４
人

家
族
だ
。

良
史
さ
ん
は
「
新
丹
波
黒
枝
豆

の
魅
力
を
伝
え
る
の
に
、
妻
の
ア

イ
デ
ア
が
不
可
欠
」
と
話
す
。

「
今
後
は
黒
枝
豆
、
黒
大
豆
の
加

工
品
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

京
丹
波
町
質
美
で
新
丹
波
黒
大

豆
栽
培
を
中
心
に
12
㌶
の
農
場
を

経
営
す
る
林
良
史
さ
ん
（
42
）
と

綾
希
子
さ
ん
（
34
）
夫
妻
。
良
史

さ
ん
は
生
産
に
専
念
し
、
年
間
24

㌧
を
収
穫
。
綾
希
子
さ
ん
が
販
売

促
進
に
力
を
入
れ
る
。

販
売
先
は
、
道
の
駅
、
ス
ー
パ

ー
、
ネ
ッ
ト
な
ど
。
先
月
か
ら

は
、
一
年
中
旬
の
味
が
楽
し
め
る

瞬
間
冷
凍
の
枝
豆
を
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
に
登
録
し
て
い
る
。

綾
希
子
さ
ん
は
、
前
職
の
経
験

（
ス
ポ
ー
ツ
用
品
販
売
）
を
活
か

現
実
を
伝
え
る
。

「
若
い
移
住
者

家
族
が
増
え
た

が
、
本
気
で
農
業

に
向
き
合
う
担
い

手
の
助
け
に
な
れ
ば
」
と
話
す
。

宇
治
市
出
身
の
信
幸
さ
ん
は
、

東
京
で
写
真
家
を
し
て
い
た
が
、

２
０
１
６
年
に
結
婚
し
て
三
和
町

の
空
き
家
に
移
住
し
担
い
手
養

成
実
践
農
場
〟
で
２
年
間
研
修
。

就
農
後
に
万
願
寺
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の

ハ
ウ
ス
を
増
棟
し
て
い
っ
た
。

大
阪
府
寝
屋
川
市
出
身
の
亜
希

さ
ん
と
は
合
コ
ン
で
出
会
い
、
共

通
の
友
人
の
カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン
を

２
人
で
手
伝
う
中
で
親
し
く
な
り

結
婚
、
翌
年
に
出
産
し
た
長
男
の

十と

煌き

く
ん
（
６
）
と
３
人
で
暮
ら

し
て
い
る
。

年
20
年
先
を
見
据
え
、
今
や
る
べ

き
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
」
と
信

幸
さ
ん
は
い
う
。

髙
瀬
さ
ん
夫
妻
は
、
新
規
就
農

者
に
も
こ
の
表
を
見
せ
、
厳
し
い

福
知
山
市
三
和
町
で
30
㌃
、
ハ

ウ
ス
10
棟
で
年
間
約
18
㌧
の
万
願

寺
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
育

て
る
髙
瀬
信
幸
さ
ん

（
44
）
と
亜
希
さ
ん

（
44
）
夫
妻
。
独
身

時
代
の
勤
務
経
験
を

活
か
し
て
経
理
を
担

当
す
る
亜
希
さ
ん

が
、
毎
月
の
収
量
と

売
り
上
げ
の
目
標
を

壁
に
貼
り
、
経
営
改

善
の
支
え
と
な
っ
て

い
る
。

「
お
か
げ
で
、
10

年
間
約
14
㌧
を
使

用
し
、
う
ち
約
４
㌧
を
80
㌃
の
水

田
で
自
ら
栽
培
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
Ｐ
Ｈ
Ｆ
（
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト

フ
リ
ー
＝
収
穫
後
の
農
薬
不
使

用
）
で
遺
伝
子
組
み
換
え
不
使
用

表
示
（
Ｎ
ｏ
ｎ
－
Ｇ
Ｍ
Ｏ
）
、
魚

粉
は
酸
化
防
止
剤
不
使
用
な
ど
、

最
高
の
エ
サ
に
徹
底
し
て
こ
だ
わ

り
「
安
心
・
安
全
で
お
い
し
い

卵
」
を
生
産
し
て
い
る
。

非
農
家
出
身
の
恵
理
子
さ
ん

は
、
家
庭
菜
園
を
し
て
い
た
両
親

の
影
響
で
農
業
に
関
心
を
持
ち
、

農
業
高
校
や
東
京
農
業
大
学
に
進

学
。
三
重
県
の
農
業
法
人
に
勤
務

し
た
後
、
高
校
の
同
級
生
の
紹
介

で
牧
人
さ
ん
と
結
婚
し
た
。
「
３

人
の
子
（
７
歳
、
５
歳
、
３
歳
）

が
成
長
し
た
ら
食
育
教
室
に
挑
戦

し
た
い
」
と
２
人
で
将
来
の
夢
を

描
い
て
い
る
。

伊
根
町
で
養
鶏
（
２
千
羽
）
を

営
む
三
野
養
鶏
３
代
目
の
三
野
牧

人
さ
ん
（
43
）
と
恵
理
子
さ
ん

（
37
）
夫
妻
。
エ
サ

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価

格
が
高
騰
す
る
中
、

地
域
で
生
産
す
る
飼

料
用
米
を
最
大
限
に

活
か
し
た
〝
持
続
可

能
な
農
業
〟
を
追
究

し
て
い
る
。

自
家
配
合
の
エ
サ

は
、
主
に
町
内
で
栽

培
さ
れ
た
飼
料
用
米

と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

割
合
を
季
節
ご
と
に

調
整
。
飼
料
用
米
は

た
際
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
ソ
ナ

リ
さ
ん
と
出
会
っ
た
。

「
将
来
は
２
人
で
イ
ン
ド
レ
ス

ト
ラ
ン
を
開
き
た
い
」
と
裕
也
さ

ん
。
今
年
か
ら
始
め
る
料
理
教
室

は
、
そ
ん
な
夢
に
向
け
た
出
発
点

だ
。

８
年
前
に
祖
父
の
後
を
継
い
で

就
農
し
た
裕
也
さ
ん
。
敬
遠
し
て

い
た
農
業
だ

が
、
今
は
自
分

に
ぴ
っ
た
り

で
、
「
毎
年
ナ

ス
の
収
穫
期
が

終
わ
っ
た
ら
家

族
で
１
カ
月
間

イ
ン
ド
に
帰
省

で
き
る
」
と
満

足
し
て
い
る
。

結
婚
は
５
年

前
。
イ
ン
ド
が

好
き
で
、
大
学

卒
業
後
に
１
年

間
語
学
留
学
し

京
都
市
西
京
区
で
ナ
ス
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
、
菜
の
花
を
１
２
０
㌃

で
露
地
栽
培
す
る
日
野
裕
也
さ
ん

（
36
）
と
イ
ン
ド
出
身
の
ソ
ナ
リ

さ
ん
（
23
）
夫
妻
。
ソ
ナ
リ
さ
ん

の
家
庭
料
理
が
、
親
戚
や
保
育
園

に
通
う
３
歳
の
長
女
、
11
カ
月
の

長
男
の
マ
マ
友
の
間
で
評
判
と
な

り
、
１
月
か
ら
イ
ン
ド
家
庭
料
理

教
室
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

裕
也
さ
ん
は
「
妻
が
作
る
大
根

の
ダ
ー
ル
カ
レ
ー
や
炒
め
物
は
絶

品
。
農
園
と
コ
ラ
ボ
で
き
る
し
、

交
友
関
係
も
広
が
る
」
と
喜
ぶ
。

地域農業の担い手として元気に活躍する若い

農業者ご夫妻を訪ね、２人の出会いから将来の

夢まで話を聞きました。府内各地で先進的な農

業に取り組んでいる皆さんを紹介します。

地域農業の担い手として元気に活躍する若い

農業者ご夫妻を訪ね、２人の出会いから将来の

夢まで話を聞きました。府内各地で先進的な農

業に取り組んでいる皆さんを紹介します。

辰
たつ

のイラストを木津川市の伊吹秋晴さん（小学３かわいい辰
たつ

のイラストを木津川市の伊吹秋晴さん（小学３

年生）に描いてもらいました。ありがとうございました。

かわいい辰
たつ

のイラストを木津川市の伊吹秋晴さん（小学３

年生）に描いてもらいました。ありがとうございました。

新丹波黒枝豆篠山を超えるブランドに 伝
統
の
こ
も
を
使
っ
た

茶
の
被
覆
栽
培
を
後
世
に

城陽市 ふるかわのうえん

古川真章さん 直美さん
城陽市 ふるかわのうえん

古川真章さん 直美さん


継
承
の
た
め
、
法
人
化
を
検
討

し
て
い
る
古
川
さ
ん
夫
妻
と
三
男

の
結ゆ

う

陽ひ

く
ん
、

イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
の
二
次
元
コ
ー
ド

京
丹
波
町

京
丹
波
え
だ
ま
め
フ
ァ
ー
ム

林
良
史
さ
ん

綾
希
子
さ
ん

京
丹
波
町

京
丹
波
え
だ
ま
め
フ
ァ
ー
ム

林
良
史
さ
ん

綾
希
子
さ
ん

南

丹

南

丹

中

丹

中

丹

山

城

山

城

丹

後

丹

後

京
都･

乙
訓

京
都･

乙
訓

本
場
イ
ン
ド
の

家
庭
料
理
教
室
ス
タ
ー
ト
！

京都市 ファームゆう

日野裕也さん ソナリさん
京都市 ファームゆう

日野裕也さん ソナリさん

伊根町 三野養鶏

三野牧人さん 恵理子さん
伊根町 三野養鶏

三野牧人さん 恵理子さん 飼
料
用
米
の
拡
大
で

｢

持
続
可
能
な
養
鶏｣

推
進

左から三野さん夫妻と父の悟さん

福知山市 八角園

髙瀬信幸さん 亜希さん
福知山市 八角園

髙瀬信幸さん 亜希さん

万
願
寺
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
収
穫
を
す
る
髙
瀬
さ
ん
夫
妻

毎
月
の
数
値
目
標
が
原
動
力

自宅前で野菜を直売している日野さん夫妻


今
年
の
収
穫
が

終
わ
っ
て
一
息
つ

く
林
さ
ん
夫
妻
、


ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
の
二
次
元
コ
ー

ド

京都 １６年(令和6年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


